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　大東四條畷消防本部は、大阪府の東部に位置する大東
市と四條畷市の２市で構成されています。
　管内東部地区には、大阪平野を眺める飯盛山など北生
駒の山々が連なり、そのほとんどが「金剛生駒紀泉国定
公園」に指定され、緑豊かな姿をみせています。特に、
北生駒山地の中核的エリアは、自然を活かした文化、研
修、スポーツ・レクリエーションの場として、多くの人々
に利用されており、大阪府の広域的な森林ゾーンとして
の役割を担っています。

大東四條畷消防本部の概要

組合設立許可指令書の交付式
右から松井大阪府知事、管理者（東坂大東市長）、副管理者（土井四條畷市長）

　また、平坦地である西部地区は、幹線道路である国道
163号や阪奈道路が東西に、大阪外環状線（国道170号）
が南北に通っています。さらに中央部をＪＲ学研都市線
が通り、その沿線を中心に市街地が広がっており、緑豊
かな自然と調和した大都市近郊のベットタウンとして発
展してきました。
　管轄人口は約18万１千人、管轄面積は約37㎢、１本
部２署３分署を配置し、職員206人で各種災害に対応し
ています。

　近年、都市構造の変化により災害は大規模・複雑化し、
住民の消防への期待は膨らむ一方であるにもかかわら
ず、少子高齢化は急速に進展し、必要な消防力の充実強
化を図るための財源を確保することは困難な状況にあり
ます。
　このような中においても、地域住民の安心・安全を守
るという消防責任を十分に果たし、質の高い住民サービ
スを提供していくためには、効率的な消防体制の確立が
急務となっています。
　このため、大阪府では平成20年３月に「大阪府消防
広域化推進計画」が定められ、政令市を除く北部・東部・
南河内・泉州の４つのブロックでそれぞれ検討が行われ

広域化に至る経緯

大阪府　大東四條畷消防本部
「さらなる安心・安全の確保を目指し！」
大阪東部２市による消防の広域化
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ました。両市が加わる東部ブロックにおいても、９市７
消防本部で検討を重ねましたが、広域化の実現には至り
ませんでした。
　しかし、この区域内において市街地や山間部が一体化
し、都市形態も類似しており、効果的かつ効率的な広域
消防体制を構築することにより、両市の重要課題に対し
大きな効果が期待できることから、平成24年８月17日
「大東市・四條畷市消防広域化検討委員会」を設置し、
消防の広域化について検討を開始しました。
　その後、同年12月に広域消防運営計画を作成するた
め「大東市・四條畷市消防広域化協議会」を設立しまし
た。平成25年６月には、両市議会定例会において、「大
東四條畷消防組合の設置に関する協議について」が可決
され、同年11月に大阪府知事から組合設立許可指令書
の交付を受け、大東四條畷消防組合を設立しました。そ
して本年４月１日、大東四條畷消防本部として広域消防
業務開始の運びとなりました。

　広域化の効果としては、市域境界がなくなったことで、
署所の管轄区域を見直し、最も近い署所からの出場が可
能になったことや、広域化に併せ整備した高機能指令施
設の導入により、災害現場に最も近い車両を出場させる
ことができるようになったことから、現場到着時間の短
縮が図られました。さらに火災等発生時の出場車両数を
増加することが可能となり、災害対応力が強化され被害
の軽減につながっています。

大東四條畷消防本部発足式にて
東坂管理者（左）から林消防長（右）へ本部旗の授与

　また、年々増加する救急事案に対し、救急隊を増隊さ
せることなく、効率的かつ効果的な運用が可能となり、
両市で運用していた予備救急車が出場する割合は激減し
ています。
　行財政面からも、高機能指令施設及び消防救急デジタ
ル無線の整備において、大幅な予算の低廉化が図られま
した。特殊資器材や高度な設備の重複投資が避けられ、
効率的な整備が可能となり、経費の削減につながってい
ます。
　その他にも、各業務の専門化による高度化や職員研修
の計画的実施及び充実により、職員の知識、技術の向上
が期待されています。

　大東四條畷消防本部は、大阪府下で５つ目の消防事務
組合となりました。
　この広域化は、将来にわたり地域住民の安心・安全を
提供することを主眼に、構成２市の独自の判断で、関係
団体等のご協力を得ながら、広域化に積極的に取り組ん
できた結果であります。

　今後も限られた財源のなかで、質の高い消防サービス
を提供するため、広域化によるスケールメリットを最大
限に活かし、さらなる消防力の充実・強化につなげて行
けるよう、職員が一丸となり業務に邁進してまいります。
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